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八 

悪
の
枢
軸
イ
ラ
ク
と
の
戦
争
（
２
０
０
３
年
）(

一―

四)
 

 
９
１
１
同
時
多
発
テ
ロ
で
暮
れ
た
翌
２
０
０
２
年
１
月
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
は
一
般
教
書
演
説
で
イ

ラ
ン
、
イ
ラ
ク
及
び
北
朝
鮮
を
「
な
ら
ず
者
国
家
」（
テ
ロ
支
援
国
家
）
と
名
指
し
で
批
判
し
、
こ
れ
ら
三
か

国
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
「
悪
の
枢
軸
」
と
呼
ん
だ
。 

 

「
な
ら
ず
者
」
、「
悪
の
枢
軸
」
と
い
う
言
葉
は
実
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
あ
る
。
テ
キ
サ
ス
出
身
の
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
は
正
義
の
味
方
西
部
劇
の
保
安
官
気
取
り
で
あ
っ
た
。
世
界
最
強
の
国
家
元
首
の
言
動
と
し

て
は
一
寸
軽
は
ず
み
な
感
が
否
め
な
い
が
、
米
国
市
民
に
と
っ
て
は
耳
に
響
き
の
良
い
言
葉
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
今
年(

２
０
１
６
年)
の
ト
ラ
ン
プ
共
和
党
大
統
領
候
補
の
言
動
を
見
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
と
に

か
く
米
国
の
一
般
市
民
に
と
っ
て
は
今
も
昔
も
米
国
は
神(

Ｇ
Ｏ
Ｄ)

の
正
義
を
か
ざ
し
悪
を
懲
ら
し
め
る
世
界
の
保
安
官
な
の
で
あ
る
。 

 

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
戦
略
思
想
は
ブ
ッ
シ
ュ
・
ド
ク
ト
リ
ン
と
名
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
思
想
の
根
幹
に
あ
る
の
が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
及
び

大
量
破
壊
兵
器
を
拡
散
さ
せ
か
ね
な
い
「
な
ら
ず
者
国
家
」
に
対
峙
し
、
必
要
に
応
じ
て
先
制
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
彼
は
『
世
界
は
米
国
側
に
つ
く
か
、
テ
ロ
側
に
つ
く
か
の
い
ず
れ
か
だ
！
』
と
叫
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。 

 

彼
の
思
想
は
近
代
米
国
社
会
の
底
流
に
脈
々
と
流
れ
る
新
保
守
主
義
（
い
わ
ゆ
る
ネ
オ
コ
ン
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ネ
オ
コ
ン
は
政
治

http://ocininitiative.maeda1.jp/158PeaceOnHorizenChapter6-13English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/158PeaceOnHorizenChapter6-13Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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思
想
家
フ
ク
ヤ
マ
の
理
論
を
実
践
に
移
し
た
政
策
集
団
と
言
え
よ
う
。
彼
ら
ネ
オ
コ
ン
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
で
は
当
面
の
敵
ソ
連
を

撃
破
す
る
た
め
イ
ス
ラ
ム
勢
力
と
手
を
組
み
、
イ
ラ
ン
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
イ
ラ
ン
を
打
ち
破
る
た
め
ス
ン
ニ
派
の
フ
セ
イ
ン
・
イ
ラ

ク
政
権
を
支
援
し
た
。 
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